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論文内容の要旨
本論文は，加工性の優れた高強度薄鋼板が呉備すべきミクロ組織あるいは集合組織を明らかにし，その
工業的製造を可能にすることを目的とした研究をまとめたもので， 6 章から構成されている。
第 1 章では，本研究の目的と意義について述べている。
第 2 章では， Fe-Ni合金 Nb-V添加HSLA鋼および18%Ni系マjレエージング鋼の加工熱処理後のミ
クロ組織が，時間一温度一反応図を用いる乙とにより予測されうる乙とを明らかにしている。との図
には再結晶，変態および析出という固体内反応の発生とそれらの組合せが示されている。 2 相域焼鈍
を行う乙とによってミクロ組織を複合組織とする乙とにより鋼板の延性が改善される乙とを明らかにしてい
いる。
第 3章では，低合金成分鋼を用いて熱廷のままで複合組織とする方法を研究し， Mn-Cr 鋼および
Mn-Si 鋼を Ar3点近傍の γ単相域で圧延を終了し，圧延終了後の早期の冷却過程でフェライトとオース
テナイトを分離し未変態オーステナイト相の焼き入れ性を確保した後 マノレテンサイトの焼き戻しを抑制
しうる温度範囲に急冷し巻取ることにより 複合組織鋼が得られる乙とを明らかにしている。
第 4 章では， Ti 添加極低炭素冷延鋼板の連続焼鈍後の材質と Cu添加量および加工熱処理条件の関係
を研究し， Q. 8 ~ぢを越える Cu を添加した鋼板を熱延し，再結晶焼鈍後に ε-Cu 析出処理を行う乙とに
より高 r 値をもっ高強度鋼板が得られる乙とを明らかにしている。
第 5章では，熱延鋼板の機械的性質および熱処理による強度上昇特性と C量， Cu量および熱延後の巻
取温度の関係を研究し セメンタイトが生成しない範囲までC量を低減するとともに 1%以上の Cu を添
加した鋼を熱延後に 35 Qoc 以下で巻き取りフェライト中にCuを過飽和させることにより，加工時は軟質で
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6 Q QOcで 1 Q 分の熱処理で引張強さが 5 KSZ f/mm 以上上昇する鋼板が得られる乙とを明らかにしている。
第 6 章は，本研究の総括である。
論文の審査結果の要旨
本論文は薄鋼板の複合組織と機械的性質との関係を調べ これにもとづいて加工性の優れた高強度鋼板
を得るための組織制御の指針を与えたもので，主な成果を要約するとつぎのとおりである。
1)鋼のマルテンサイト変態，析出および再結晶反応によって形成するミクロ組織を予測で、きる新しい温
度一時間一反応図を提案している。さらに，乙れより得られた複合組織と機械的性質との関係を明
らかにしている。
2) 過冷オーステナイト域で熱間圧延し，その後のフェライトーオーステナイト二相組織の生成とそれ
につづくマノレテンサイト変態を利用することにより， n値の高い複合組織鋼が得られる乙とを明らかに
している。
3) 過飽和 Cuを含む Ti 添加極低炭素鋼板の冷間圧延による集合組織の形成と r 値との関係を明らかに
するとともに，再結晶と ε-Cu相析出の熱処理によって高 r 値をもっ高強度薄鋼板を開発することに
成功している。
以上のように，本論文は薄鋼板の複合組織と加工特性との関係について多くの新しい知見を得るととも
に，加工性の優れた高強度薄鋼板の開発に有益な指針を与えたもので，金属材料学の発展に寄与すると乙
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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